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研究成果の概要 

2022年度においては、周辺環境に適応して自律的に動作可能なエネルギー・データ統合管理

IoT基盤の技術開発を行った。 

IoTデバイスが自身に与えられている電源電圧を検出する技術として、３つ縦積みされた厚いゲ

ート酸化膜を有するトランジスタとダイナミックリーク抑制バッファ回路で構成される電源電圧検出

回路を開発した。厚いゲート酸化膜のトランジスタを用いることにより、待機時電力を上昇させてし

まうゲートリーク電流を抑制し、低電力化に成功した。また、ダイナミックリーク抑制バッファ回路の

導入も低電力化に寄与した。22nm CMOSプロセスにおいて回路を実装し、検出電圧 1.25V、消

費電力 29pW、回路実装面積 0.000013mm2を達成した。この成果により、エネルギー環境の検出

をより低電力に行うことが可能となった。 

IoTデバイス自身が得られるエネルギーに応じて大幅に消費電力を増減できる技術として、動

作しきい値電源電圧（回路が動作可能・不可能となるしきい値の電源電圧）が異なる回路ブロック

を用意し、回路ブロックが動作したブロック数を数えることで電源電圧-デジタル変換を行う回路を

提案し、その有効性を確認した。２２nm CMOSプロセスにおいて回路を実装し、動作電圧 0.1V、

消費電力 0.9pW、回路実装面積 0.00028mm2を達成した。この成果により、エネルギー環境に応

じてよりダイナミックにデータ管理を行うことが可能となった。 

IoTデバイスにおいて消費電力の大部分を占める無線送信器回路をより効率的に動作切り替え

が可能となる技術の開発を行った。無線送信器において、俊敏な動作切り替えが可能なデジタル

回路を主として無線送信器回路を構成することで、低電力かつ小型の無線送信器を実現した。22 

nm CMOSプロセスにおいて回路を実装し、動作電圧 1.2V、消費電力 0.48mW、回路実装面積

0.00023mm2を達成した。18GHzの無線発信を確認した。この成果により、環境に応じてより俊敏

にデータ伝送を行うことが可能となった。 
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